
、y-フ

会
一
〉
内
等

l
白
山
富
茶
山
田
講
中
記
録
は
、
通
常
承
元

三
年
以
後
弘
治
二
年
に
烹
る
聞
に
阪
次
岱
次
が
れ
た

担
録
、
又
は
そ
れ
の
隙
お
な
る
が
如
く
に
併
せ
ら
れ

て
ゐ
る
。
し
か
し
、
総
か
に
内
容
を
研
綴
す
れ
ば
、

後
問
に
絹
漉
せ
ら
れ
た
稲
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
そ
は
本
部
の
容
や
自
に
『
承
元
以
前
日
記
紛
失
端
。

承
元
二
年
以
後
畑
山
=
抽
出
一
紙
二
紙
田町
録
二
温
額
二
之
e

雌
w
自
=
佐
代
-
彼
圃
始
行
U

依
己
記
録
紛
失
-不
ν
能
ν
記
v

之。
』
と
あ
っ
て
、
文
意
満
雄
併
で
あ
る
が
、
承
元
以

前
は
全
然
記
録
の
徴
す
べ
き
も
の
な
〈
、
承
元
二
年

以
後
円
本
文
は
承
元
三
年
に
初
る
。
)
は
裁
に
抽
出
存
す

る
断
間
零
墨
を
以
て
迫
次
し
た
。
爾
後
毎
年
の
叙
事

官
試
み
ん
と
欲
し
た
が
、
資
料
紋
乏
の
鎚
に
詳
記
す

る
を
得
ぬ
と
い
ふ
の
で
あ
ら
う
。
本
冊
目
の
後
に
記
録

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
抑
制
協
は
断
定
の
外
に
い
〈
ら

も
あ
る
。
第
一
、
凡
ベ
て
同
銀
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

既
永
三
年
乃
主
正
平
七
年
の
反
古
を
使
っ
て
そ
れ
よ

り
古
い

訴
を
裂
い
て
あ
る
か
ら
、
容
次
ぎ
で
は
な

い
。
第
一一
、
延
文
元
年
は
=
一
且
廿
八
日
欧
元
で
あ
る

の
に
、
三
且
十
九
日
の
僚
に
新
年
蹴
を
用
ひ
て
ゐ

る
。
第
三
、
年
次
に
悩
う
て
前
後
の
肥
都
を
m
聞
い
た

後
‘
更
に
そ
の
中
聞
に
入
る
べ
き
事
貨
を
渡
見
し
て

行
附
に
犯
し
た
腕
が
あ
る
か
ら
、
阪
本
の
限
府
間
で
も

な
い。

第
四
、担
嘆
の
順
序
を
誤
り
、認
株
三
年
十
周

十
六
日
の
次
に
同
年
問
団
サ
七
日
の
郁
判
を
記
し
、

天
前
二
年
八
月
十
九
日
の
次
に
同
年
七
且
十
三
日
の

郁
を
叙
し
て
ゐ
る
。
第
五
、
諮
問
山
に
多
く
の
傍
白
を

存
し
て
、
追
抱
に
削
じ
た
形
跡
が
あ
る
。
思
ふ
に
本

部
延
徳
三
年
の
僚
に
五
十

一
年
後
注
ν
之
と
あ
っ
て
、

そ
れ
が
天
文
十

一
年
に
笛
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

頃
の
編
世
田
に
係
る
も
の
と
断
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

足
後
に
天
文
十
年
の
次
に
、
天
文
廿
三
年
・
弘
治
元

年
・天
文
十
七
年
と
順
序
の
包
れ
た
担
割
が
あ
る
が
、

こ
の
=
一
ヶ
僚
だ
け
は
迫
犯
と
見
た
い
。

円四)町田中制
l
本
部
の
鉱
者
は
不
明
で
あ
る
。
越
殺
到

三
州
志
に
白
山
八
幡
院
の
住
侶
常
勝
坊
守
挫
で
あ
ろ

と
す
る
の
は
献
で
あ
る
。
守
誕
の
名
は
本
自
の
米
僚

に
見
え
る
が
、
『
天
文
十
年
同
六
月
十
一
日
大
己
批
枇

釘
立
有
之
。
同
廿
入
目
的
被
上
以
本
願
之
懇
志
成
就

巴
明
。
本
願
白
山
入
幡
院
佐
伯
門
的
勝
訪
守
議
。
少
迎

行
前
方
大
蔵
L
ハ
坊
〉
光
飛
。
』
と
あ
っ
て
、
本
願
以
下

守
謹
ま
で
が
一
行
に
な
っ
て
ゐ
る
の
を
、
本
部
を
出

い
た
本
願
だ
と
で
も
附
し
た
も
の
ら
し
い
。

シ
ラ
ヤ
マ
ヒ
メ
ジ
ン
ジ

ヤ

白

山
比
時
紳
社

円
一
〉
白
山
本
宮
!
白
山
比
時
前
祉
は
白
山
湖
上
に
封

す
る
前
段
で
あ
り
、
本
宮
で
も
あ
る
。
之
堂
下
白
山

と
い
う
た
の
も
同
じ
党
妹
で
あ
る
。
祉
併
に
よ
れ

ば
、
初
は
紡
間
山
に
在
っ
た
が
、
館
総
二
年
手
取
川

の
躍
、
今
の
安
久
却
の
杜
即
ち
古
宮
と
都
す
る
地
に

移
し
た
と
あ
る
が
、
こ
の
附
酬
は
確
白
な
絡
協
が
な
い
。

策
し
永
正
年
聞
に
密
か
れ
た
白
山
制
頂
私
自
町
に
.
販

組
二
年
務
担
山
下
白
山
舟
悶
の
諮
り
妙
法
の
石
室
に
入

っ
て
競
験
を
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
夢
中
に
白
馬
に
跨
っ

た
抗
女
が
利
簡
に
見
え
た
と
い
ひ
、
次
に
益
老
元
年

民
女
ま
た
形
を
現
し
て
、
吾
は
安
久
間
砲
に
山
田
む
も
の

だ
と
あ
る
か
ら
起
っ
た
路
訟
で
、
枇
地
は
初
め
か
ら

安
久
認
の
社
に
あ
っ
た
と
す
る
設
そ
疋
し
と
す
べ

〈
、
加
盟
同
式
内
部
ザ
磁
枇
促
に
も
『
河
内
庄
白
山
古

宮
地
佐
古
以
来
銀
座
』
と
い
う
て
ゐ
る
。
白
山
記
に

は
、
元
正
天
皇
益
老
三
年
七
且
三
日
始
め
て
託
宣
が

あ
っ
た
と
い
ふ
が
、
託
宣
の
内
容
は
仰
は
ら
ぬ
。
作

和
夫
且
押
の
天
畏
九
年
に
三
方
の
馬
場
が
聞
か
れ
た。

こ
れ
即
ち
加
賀
馬
場
白
山
寺
・越
前
厄
勢
一平
来
寺
・楽

協
馬
場
長
溜
寺
で
、
=
一
方
の
山
路
に
各
寺
院
を
也
い

た
の
で
あ
る
。
三
方
潟
岨
掛
か
ら
各
制
定
道
が
あ
っ
て

樹
上
に
来
る
を
得
る
。
白
山
田
r
4
に
、
加
賀
川
河
訓
婦
は
木

馬
場
で
あ
る
か
ら
、
樹
上
三
所
椛
到
の
質
問
眠
は
、
初

め
加
賀
脂
製
の
四
国
開
国
す
る
所
で
あ
っ
た
が
、
後
館
前

M
m
斜
の
献
に
よ
り
、
別
山
岱
般
の
造
築
の
み
彼
に
分

的
せ
し
め
る
こ
と
に
し
た
。
是
を
以
て
三
馬
場
の
従

郡
上
に
遊
這
す
る
時
は
、
加
担
問
均
四
帽
の
先
謹
が
開
扉

の
耶
h
k
怨

b
二

山
の
出
退
、諮
郁
の
沙
汰
皆
加
賀
馬

場
に
よ
る
。
文
仁
明
天
日
ト
m
品
群
元
年
に
百
い
っ
て
、勅
命

に
よ
り
白
山
本
宮
の
制
限
側
聞
を
造
立
し
、先
制
・
前

m・郁
凶
を
怒
り
、
以
て
田
制
限
凶
家
の
刷
出
場
と
定
め

ら
れ
た
。
白
山
本
宮
は
三
十
三
年
侮
に
一
た
び
改
築

し
、
凶
司
蹴
任
の
功
を
捗
っ
て
之
世
間
M

ん
だ
と
杷
さ

れ
る
。
こ
れ
よ
り
し
て
そ
の
品
川
戚
の
赫
々
と
し
て
ゐ

た
こ
と
、源
平
脱
袋
祝
臨時
永
二
年
間
十
且
、木
曾
綴
仲

の
従
士
加
賀
の
入
品
川
光
三
郎
粂
光
が
附
前
藤
野
寺
に

於
い
て
、
妹
同
太
郎
魚
川胤
に
瞬
間
殺
せ
ら
れ
た
こ
と
を

裂
い
た
僚
に
、
鍛
光
が
『
音
よ
り
M
m
の
ぬ
も
む
か
ぬ

白
山
椴
製
』
の
耐
矧
そ
の
他
青
波
倒
し
た
阻
報
で
あ

る
と
態
い
て
ゐ
る
に
よ
っ
て
も
一
端
を
窺
は
れ
る。

ハ
ニ
〉
刑
判
明
職

l
白
山
本
宮
の
利
主
職
は
、初
め
守
部
・

舷
門
綜
部
カ
U
-

一
氏
之
に
滋
っ
た
が
、

一
候
天
皇
克

弘
以
来
上
道
氏
が
多
〈
祈
せ
ら
れ
た
。
然
る
に
上
道

氏
春
他
界
の
後
、
肢
永
四
年
入
月
に
荒
ム
リ
、
寺
祉
の

静
定
に
依
り
枇
官
の
一
一
胸
官
以
て
耐
宅
峨
に
定
め
る

こ
と
h
な
り
、
上
道
氏
が
そ
の
地
位
を
濁
占
す
る
を

得
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
o
併
L
是
よ
り
以
前
に
他
の
氏

か
ら
出
た
者
が
な
い
で
は
な
い
。
謀
総
二
年
十

一
且

十
四
日
米
永
大
夫
氏
躍
が
制
定
職
と
な
り
、
三
年
四

且
什
七
日
大
桑
讃
岐
次
郎
光
行
の
そ
の
訟
を
受
け
た

の
は
一
一
別
で
あ
る
。
米
永
氏
は
上
滋
氏
の
分
振
で
あ

る
が
、
大
桑
氏
は
皆
様
氏
の
支
読
な
の
で
あ
る
。
叉

文
保
三
年
白
山
池
宮
内
僚
に
大
宮
司
水
島
文
荒
郎
が

あ
り
、
一
苅
字
二
年
十
一

且
イ
六
日
祭
砲
の
時
制
主
臓

の
宗
論
に
よ
っ
て
.
制
脚
+
尤
守
部
仲
間
靭
が
上
逝
氏
助
に

四
二
二

殺
さ
れ
、
延
文
二
年
十
一
月
十
六
日
の
白
山
辺
宮
記

に
は
大
宮
司
水
島
印
刷
三
郎
守
信
が
あ
る
。
か
〈
て

嬰
帥
主
峨
に
関
す
る
紛
践
が
あ
っ
た
お
、
康
平
四
年

の
組
定
が
生
ま
れ
た
も
の
と
見
え
る
。
そ
れ
で
も
依

然
上
道
氏
の
人
が
多
か
っ
た
が
、
後
に
は
上
道
氏
を

商
副
主
と
い
ふ
に
封
し
だ
、
加
盟
部
氏
が
東
融
当
と
し

て
同
列
に
居
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
商
前
主
の
滅

亡
し
た
こ
と
は
、
三
部
岡
部
に
寛
永
十
凶
年
金
部
の

武
家
に
仕
へ
た
男
が
女
を
伴
う
て
紳
士
心兵
部
大
夫
方

に
惚
れ
、
逢
に
そ
の
女
を
殺
害
し
て
己
も
自
害
し
た

の
で
、
死
訟
を
受
け
た
と
見
え
て
制
中
“
も
山
崎
な
〈
病

死
断
絶
し
た
と
記
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
以
後
は
建
郎
氏

の
み
が
訓
宅
と
な
り
、
以
て
明
治
に
来
っ
た
。
越
号

賀
三
州
志
に
、
白
山
の
跡
中
で
吸
は
{
寸
部
氏
、
そ
の
後

水
島
氏
、
今
建
郎
氏
と
あ
る
が
、
加
賀
志
徴
に
は
、

必
ず
し
も
か
〈
の
如
〈
叫
明
治
し
た
も
の
で
な
く
.
水

口削
・守
部
・大品開
・上
道
・剛
山
部
な
ど
か
ら
出
た
の
が
、

後
に
建
都
民
の
み
に
な
っ
た
と
論
じ
て
ゐ
る
。

〈
三
〉
鱒
枇

l
白
山
地
時
制
枇
境
内
の
鏑
枇
に
は
、
荒

御
前
・抑
制
・前
宮
が
あ
っ
た
。
境
外
鈍
枇
に
は
石
川

郡
馬
場
谷
の
岩
紳
、
岡
部
舟
附
平
等
寺
の
三
戸
明

前
、
同
部
{
呂
尻
の
岩
坂
、
岡
部
井
口
の
弓
原
、
能
美

郷
山
内
庄
脆
翻
の
芯
柏
原
明
制
、
同
制
和
佐
谷
の
不

動
夫
、
能
脅
珠
洲
郡
の
商
代
、
同
部
袋
路
の
白
山
、

越
後
能
生
の
白
山
が
あ
っ
た
。
又
本
宮
の
王
子
官
邸

の
紳
に
は
、
石
川
郡
大
野
庄
の
佐
那
武
、
阿
部
小
河

の
小
白
山
、
同
制
=
一
宮
の
三
宮
、
同
制
八
幡
の
八
幡

宮
及
び
春
日
祉
、
同
州
剛
健
来
の
金
創
宮
、
阿
部
日
御

子
の
火
御
子
宮
、
能
出
京
都
岩
本
の
岩
本
宮
、
江
川
田
加

の
菅
生
批
が
あ
り
、
こ
の
中
金
創
・岩
本
・三
宮
は
本

宮
と
共
に
本
宮
聞
社
と
都
せ
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
っ

た
。
叉
申
宮
=
一
社
と
宮
は
れ
る
中
宮
・
佼
印
刷
・別
宮
は

儲
祉
で
は
な
い
に
し
て
も
、
矢
閉
山
り
本
宮
の
勢
力
下


